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日本における成人の約 80%は歯肉に炎症が見られ、特に高齢になるにつれて歯肉に問題のある人が多

くなることがわかっている。このような人の多くは、歯周病に感染している。歯周病は慢性的な感染

症であり、口腔内だけでなく、心内膜炎・冠状動脈性心疾患などの心循環系疾患や肺炎、早産・低体

重児出産などの重篤な全身疾患のリスクファクターとなっている。歯周病の発症・進行には、主にジ

ンジバリス菌という細菌が関与しているといわれている。従ってジンジバリス菌が産生するジンジパ

インを簡便に検出する方法は歯周病の診断法として有用である。 

本研究では、電気化学応答部位としてフェロセンを導入したジンジパインの基質となるペプチドを

合成し、電極チップ上に固定化した。このようにして作成した電極チップに口腔内から採取したサン

プルを加え、30 分間置いておく。サンプル処理前後の電気化学測定によってジンジパインの活性をえ

ることができる。これはジンジパインが存在すると電極上のフェロセン化ペプチド基質が切断され、

フェロセン量が減少することによる電流減

少率に基づくものである。その活性によっ

て歯周病の進行度を評価できるものと期待

される。本手法では、装置の小型化が可能

であり、サンプルの濁りに関係なく測定で

きるため、医療現場において、迅速に歯周

病菌を検出できるとシステムと期待される。 

本講演では、チップ電極上でのフェロセ

ン化基質ペプチドの固定化量の制御や基質

と電極との間のペプチドスペーサーの検討

により電子移動効率の高いシステムの構築

を行った。さらには、異なったジンジパイ

ンの同時検出法についても検討を行った。 


